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ＰＭＤによる自律創造思考の方法 

 

 

 

 

本稿は、「知識を知恵にかえる方法」〔１〕と「新プロジェクト管理の方法」〔２〕http://ims-web.asahi-u.jp/ims09 の入り口と

なっている「ＰＭＤ手法」[3] を使って、自分もしくは組織にとって全く新しいことを具体化する場合、従来のPMD手法に

追加されるべき「ＰＭＤの更なる発展的利用の方法について述べているものである。 

この「ＰＭＤ手法の更なる発展的利用の方法」を利用することにより、ＰＭＤ手法を中心とした自律的思考の方法が開ける。 

 

方法としては、カオスの状態にあるものからの脱出はごく自然に、下記の順序で、ＰＭＤが出来上がって行くというもの

である。 

その順序は 

名は体を現すテーマ表現を決めるテーマＰＭＤ 

テーマの位置付けを決めるテーマポジショニングＰＭＤ 

そのテーマを展開する、展開ＰＭＤ 

その展開するときに一番コア-になる部分を一番先に、具体化すればよいことになるので、開発ＰＭＤ 

次に、開発ＰＭＤに基づく、手順展開を創るステップリスト 

の順で、市善意カオスからの脱出ができて行く。また、これが他のＤＴＣＮ／ＤＴＣの手法と組み合わせて、できぬものは、

カオスから脱出は、まづず、できないものと解釈してもよいのではないかと感じている。 

 

 

最近は、ひょっとするとこのメカニズムが自然創造の基本メカニズムではないかと感じることもある。 
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要旨  

本稿は、「知識を知恵にかえる方法」〔１〕と「新プロジェクト管理の方法」〔２〕http://ims-web.asahi-u.jp/ims09 の入り口と

なっている「ＰＭＤ手法」[3] を使って、自分もしくは組織にとって全く新しいことを具体化する場合、従来のPMD手法に

追加されるべき「ＰＭＤの更なる発展的利用の方法について述べるものである。 

この「ＰＭＤ手法の更なる発展的利用の方法」を利用することにより、ＰＭＤ手法を中心とした自律的思考の方法が開ける。

最近、ひょっとするとこのメカニズムが自然創造の基本メカニズムではないかと感じることもある。 

 

１． 本手法を利用するための必要な知識 

本手法を利用するためには、次の知識を必要とする。 

（１） ＰＭＤ手法（目的と手段ダイヤグラムの手法）（文

献〔２〕Ｐ４８～６３、１５２～１８９） 

（２） テーマＰＭＤの手法（文献〔２〕P５３～５４、１

６１～１６２） 

（３） ステップリストの方法（文献〔２〕Ｐ６６～８２） 

（４） ３－５インプルーブメントの方法（文献〔１〕Ｐ

８３～８６） 

（５） ＦＢＳの方法（文献〔１〕Ｐ８７～１０５） 

（６） 新しいテーマを創出し、それを具体化するまでの

手順（PMD,ステップリスト、３－５インプルーブ

メント、FBSテクニックの関係）図１ 

 

２． 本手法をより深く理解するために必要な論文 

（１） 知識を知恵にかえる方法（文献〔１〕） 

（２） 過去形と未来形の仮説設定、検証、評価、意思決

定のための書式と手順（文献〔４〕） 

 

３． この方法の有効な場面 

 自分もしくは組織にとって、全く新しいことを抄出しは

じめる場面 

 

４． 手順 

 図１を使って、以下、説明をする 

（１） 人が集まって、まずこのあたりのテーマについて、

何かしようと仮の課題もしくはテーマ名を決める。 

（２） その仮のテーマ名をたたき台にして、テーマＰＭ

Ｄ／キーワードの方法での方法で、名は体を現す

テーマ名の表現を創出する。 

（３） そのテーマ名に基づいて、まず最初のＰＭＤを創

る 

ＰＭＤを創るときの質問スタイル 

① われわれは、それで何をしようとしているのか？ 

② われわれは、何をしさえすればよいのか？ 

（４） 上記で、出来上がったＰＭＤの中に見えてくる     

KEYWORDの表現に対し 

① それでどうなんだ？  

（納得、理解、位置づけ） 

② それはどういうことなんだ？ 

 （納得、位置づけ、発展性） 

③ それはどういう意味なんだ？        

（意味づけ、手段（MEANS）としての位置づけ）  

④ それは何に使えるか？           
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（マーケット創出） 

⑤ それで何ができるのか？           

（利用可能性の創出） 

⑥ それで何をできるようになるのか？     

「（利用目的の創出） 

⑦ それにどういう条件を加えれば何ができるか？

（実現条件の模索） 

⑧ それにどういう条件を加えれば、何をできるよう

になるのか？（実現条件の検証） 

の質問をして、更にＰＭＤを創る。 

  このようにPMDを創っていくと、最初のころのPMD

は、「位置付け PMD」、次に、更にそれをどう展開す

ればよいかの「展開ＰＭＤ」、また更に深堀りをすると、

何を絞り込んで、まず開発をすればよいかの、「開発Ｐ

ＭＤ」が見えてくる。 

   このとき、それぞれのPMDがなるほど、という目

的と手段の順序と、下からの手段条件の順序の両方か

ら繋がって PMD が出来上がっていなければ、その

PMDの実現性はない。 

   そのPMDを実現するためには、そのPMDをつな

ぐための、PMDの中に見えてくる空白な PMDの存

在を確認し、その箱を埋めれば、それが実現できる。 

そのためには、次の方法をとる。 

① 白い箱のあるPMDを抱いて寝る。 

またはそれをおいた机の下で寝る。 

またはそれをポケットに入れて考え続ける。 

②  PMDの下のほうに出てくる手段、条件、認識の

箱を置き換えてみる。もしくは追加してみる。 

このようにして、何とかPMDをつなぐ。そしてもう

一度、（４）の ①～⑧ の質問を自問してみたり、

その内容を、人に説明したりしてみる。それでPMD

が繋がれば、まずその課題、テーマの実現性が一歩前

進する。 

このときに、文献〔４〕に示す「過去形と未来形の

仮説設定、検証、評価、意思決定のための書式と手順」

の考え方を理解しておくと、それが強い味方になる。 

このあとは、通常どおり 

（５） 上記で出来上がったＰＭＤをもとに、それを実現

するための手順をステップリストの方法で創る。 

（６） その手順に基づいて、対象物件の機能とアイデア

のＦＢＳ上位構造（素案）をＦＢＳテクニックで

創る。 

（７） 上記で出来上がったＦＢＳ上位構造（素案）に対

し、ふたたび（４）の質問をして、その見通しの

確認の検証をする。 

（８） そうやって出来上がったＰＭＤ、ステップリスト、

ＦＢＳにより、具体化するべきものの構造、利用

の方法、手順の具体化、相互の軌道修正（課題名

の表現の手直しを含む）をしながら、そのプロジ

ェクトを具体化する。 

 

５． 効果（上記手順の結果として得られるもの） 

（１） 第１回目のＰＭＤ手法により、（ステップ１～２）

未来仮説設定型の KEYWORD とＰＭＤがみえる

ようになる。 

（２） 展開ＰＭＤ、開発ＰＭＤ（ステップ）を作ること

により、当面出来ること、なすべきことのしぼり

込みができる。 

（３） ステップ（５）でその絞り込みの結果、具体的に

得られるもの、そのものの使い方を具体化するた

めの手順（素案）が見えるようになる。 

（４） ステップ（６）で、ステップ（５）までに、得ら

れた結果の確認、検証、評価の仮の（素案）が得

られ、更にそれをもとにして、 

① 新しい使い方、手段からニーズの創出、目的の創

出が出来るようになる。（PMD の手直しを意味す

る） 

② その目的、ニーズ、手段の組合せにより、新しい

価値の方向が出来上がる。（新しいPMDが生まれ

る） 
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６． 応用例 

新しい技術が出来上がって、上記の方法を利用し、新し

いニーズ、価値の方向が出来上がりはじめた例の一つをあ

げるとつぎのようになる 

（１） 出来上がった手段 

小型でせまいところに安全に着陸、離陸できる双発

ヘリコプターが手段として出来た。 

（２） それを手段として創ったＰＭＤ①、②は 

① ヘリコプターによる救命救急医療のＰＭＤ（１９

８９／５／８自治省救命救助室にて（大川、椎川、

江崎））（図２） 

② ヘリコプターによる救命救急医療を憲法２４条と

のつながりで位置づける 

（３） 上記のＰＭＤ①、②による発展 

① 各県への救急を兼ねた防災ヘリの配備（１９９０～２

０００） 

② 上記のＰＭＤ①、②から「助かるはずのものを助ける

救急」のキャッチフレーズが生まれた 

→現場での初期治療を可能にするための→救命救急士

制度の誕生 

→ドクターヘリ制度への行政審議会の作業（平成１２

年度） 

  . 

７． 今後の発展 

７．１準備状況 

（１） ＰＭＤをはじめとするＤＴＣＮ／ＤＴＣ手法

／新プロジェクト管理の方法のインターネット／ホ

ームページ上での公開（日本語、英語版）

http://ims-web.asahi-u.ac.jp/ims09/  

（２） EXCEL、VISO、JAVAそれぞれの方式による

ＰＭＤソフトの完成 

 

７．２今後の方向 

インターネット上におけるテーマ毎の関係者およびそのテ

ーマに興味を持った人達の間でＰＭＤサイバースペー

スを創る（フォーラム型のサイバースペースの開発の有

志を募集中）。 

この実現は、それを社会的、地球的に意義な形でまと

めることとそのための予算が、必須条件となる。 
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課題（分割構成）レベルⅠ：（WBS LEVEL）

最も適切な機能表現
（定義された機能：FUNCTION）

=基本機能の表現
 （KEY WORD）

A案 B案 C案OR OR

同じもの

PMD
FBS ステップリスト価値の構造

価値の方向

イメージ・アイデアの構造 手順の構造

名詞化

MAIN KEY WORD

比較アイデア

課題

名詞

7D枠の欄へ

課題/テーマ
何のために
   ↑
   ↓
どのようにして

MAIN KEY WORD→

ENTRANCE KEY→

◎

PHASE-0  実施計画書

ＧＯ－Ａ－ＨＥＡＤ

ＰＨＡＳＥ Ⅰ対策
・すぐできる対策
・ＰＨＡＳＥ Ⅱ までの過渡対策

   
 
     

準備

帰納・演繹の
ステップ・
アプローチ

ＰＨＡＳＥ Ⅱ 対策
・できるだけ早く実現すべき対策

    
 

ＰＨＡＳＥ Ⅲ 対策
・現有技術で実現可能で、当面目標とすべき最終対策

    
 

３－５フェーズインプルーブメント  

具体化の部分

B   C   D   E
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 （１） 

懇談会

（２Ｂ） 

テーマの位置づけＰＭＤ 

（３） 

展開ＰＭＤ 

（４） 

開発ＰＭＤ 

（５） 

開発手順ステップリスト 

（６） 

線表スケジュール化 

テーマ名 

（素素案） 

 

 （２Ａ） 
 
必要に応じテー

マＰＭＤを作成 
sakusei  
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図 　ヘリコプターによる救急医療のＰＭＤ3.
テーマ

ヘリコプターによる救急医療
わが国でヘリコプターによる救急医療をする場合の可能性に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５９－０５－０８
ついて検討したときの目的と手段の関係

ヘリコプターによる救急医療制度を実施する

病院外ヘリポートを確保する 病院内ヘリポートを確保する ヘリコプターを調達する ヘリ基地の確保をする 着陸先( )

情報伝達シス
テムをきめる

救急医の育成
をする

必要な航空法
の改正をする

　必要な
自衛隊法の
改正をする

必要な消防法
の改正をする

必要な道路法
の改正をする

誰がやるかを決める

官か民か第三セクターかをきめる

搬送担当を病院又は病院以外とするかの選択をする
　　　　負担方式を選択する
無料、保険 健康保険、任意、会員方式( )

生保、損保がどのように興味を示すかを調査する

搬送と受入医療機関の物理的接点を決める

救急ヘリにそなえるべき機能を持った新世代のヘリコプターができたのでその特徴を利用する

最終的な姿へのステップを明らかにする

医療、情報、搬送システムのモデルをつくる

救急ヘリの多目的利用 防災、情報収集、救助を決める( )

救急ヘリのニーズを確保する

救急ヘリ数と救命救急センターの数とのトレードスタディをする

現状制度との問題点等を明らかにする

各地域における目標値と現在との差を明らかにする

医師の現場出勤の意義を明らかにする

救急ヘリの必要性と医師の同乗の必要性は
同じレベルである事を確認する

搬送のみで有効な救急ヘリの使い方ケースを確認する

ヘリコプターによる救急搬送の目標値
対象区分毎に１５分から３０分 を決める

(
)

医師の現場治療の意義 ケース・スタディ を明らかにする( )

僻地救急に使
うケーススタ
ディをする

離島救急に使
うケーススタ
ディをする

高速道路救急
に使うケース
スタディをす
る

災害救急に使
うケーススタ
ディをする

特殊患者５か
ら６人救急に
使うケースス
タディをする

(
)

病院間搬送救急
に使うケースス
タディをする

集団救急に使
うケーススタ
ディをする
・航空機事故
・鉱山事故
・列車事故
・大型建物等
　の事故

救命救急センターのカテゴリ区分する

地域・病院ごとのキーマン 医師を把握する( )

憲法とのつながりを位置づける

MAIN KEY　

ENTRANCE KEY　

１

２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１

１２

１３

１４ １５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６ ２７

２８

２９

３０

３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７

３８

３９

４０
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「国民に時代の医療技術にあった救命救急医療を平等に受ける権利がある」を実現する

患者を適切な病院に迅速に
転送する

救急現場に専門医がかけつけ、蘇生治療をすると
死亡率が約１／３減るので、蘇生治療できる医師を
現場に急行させる

現状の救急車及び救急ヘリの中では医師による
医療行為は行われていないが、重傷患者の場合
、必要な処置を搬送中に医師によってする

都市部の緊急医療システムが
充実してきて都市部と離島僻
地における救命救急医療に大
きな格差が出てきたのでそれ
を解決する

救急医療情報システムが完成して、広い地域で、
どの患者をどこの病院へ搬送すれば最も適切な
治療ができるかが一瞬にしてわかるようになっ
たのでそれを有効に救命救急医療に活用する

道路に交通渋滞がある場合、救急車
では患者の救命救急医療ができない
のでそれを解決する

地震火災にもろい都市部での
交通途絶時の患者の救命救急
医療ができないのでそれを解
決する

双発で一つのエンジンが停止しても安全な飛行が
続けられ、かつ操縦性がよくて狭い場所で安全に
離着陸ができる性能をもち、かつ医療用に適切、
最小限のサイズの新世代の小型ヘリコプターが開
発されたので、それを利用する

MAIN　KEY

病院もしくはその
近くへヘリポート
を作る

救急先に迅速に着
陸できるように航
空法上等の問題点
を解決する

ヘリコプター(民間
または官庁所有)の
出動までの連絡を
最少にする

救急用ヘリコプ
ターを確保する

ヘリコプターの運
航費の費用負担シ
ステムを作る

救急専門医を育成
し、必要な機関に
配置する

救急システムの機能
を下げることなくヘ
リコプター救急シス
テムの維持コストを
極少化する

ENTRANCE　KEY

上記の問題点をバランスをもって解決するため、患
者の覚知から搬入までの目標値を定め、段階的に実
現する計画を作り、それにより行動する

図 　ヘリコプターによる救急医療を憲法２４条とのつながりで位置づける４

ヘリコプターによる救急医療

憲法とのつながりを位置づける
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